
－
月
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レ
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主二重ノ

磯
藤
津
醒
陣
顛
思
錘
窮
詞
鮒
》

あ
る
日
の
モ
ー
ド
〈
１
月
〉

＊
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ド
レ
ス

病
偲
一
邑
帯
方
拳
大
〈
明
石
女
子
短
大
学
長
・
神
戸
ド
レ
メ
院
長
〉

黒
い
長
い
髪
．
う
る
ん
だ
よ
う
な
大
き
な
瞳
。
や
や
一
厚
め
の
口
唇
。

シ
ャ
ル
ル
・
ア
ズ
ナ
ブ
ー
ル
が
ご
ひ
い
き
と
い
う
小
黒
さ
ん
は
、

岸
田
今
日
子
に
よ
く
似
た
個
性
的
な
神
戸
っ
子
。

山
手
高
校
か
ら
、
神
戸
ド
レ
メ
師
範
科
を
卒
業
後
、

木
村
担
Ｋ
Ｋ
で
ベ
ビ
ー
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
３
年
生
．

今
年
は
欧
州
へ
行
き
た
い
と
い
う
。

そ
し
て
灘
の
お
酒
が
い
い
わ
と
嬉
し
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

新
庁
舎
か
ら
西
へ
．
神
戸
教
会
の
角
を
下
る
と
、

イ
タ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
〃
サ
ロ
ッ
ト
〃
が
、

ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
ノ
．
と
声
を
か
け
ま
す
．

白
い
壁
に
白
い
椅
子
．
ウ
ー
ル
モ
ス
リ
ン
の
黒
地
に

オ
レ
ン
ヂ
・
ピ
ン
ク
・
黄
・
ブ
ル
ー
の
花
が
鮮
や
か
に
開
き
ま
す
。

胸
も
と
の
甘
い
フ
リ
ル
。
ロ
ー
ゥ
ェ
ス
ト
の
フ
レ
ア
．
優
雅
な
長
い
袖
。

す
べ
て
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
女
ら
し
さ
を
漂
よ
わ
せ
る
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ド
レ
ス
．

午
後
の
デ
ー
ト
に
、
お
よ
ば
れ
に
、

ム
ー
デ
ィ
な
装
い
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
…
．
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潤
子
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今年もよろしくお引立てお願い

いたします

港の見えるレストラン

ＣＯＲＡＬＫＩＴＡＮＯ，
！ Restaurant

コ ラルキタノ

B伽mdlgBl加匡

‘

＊Ｉ

ＫｌＴＡＮＯＣＬＵＢnightcIub

巴．恥

北 里予クラブ
北野町ＴＥＬ２３－２２５１

‘ Ｔｅ1 ．３２－１４５５京町7 7 - Ｉ神栄ビル

神栄ピル
巴ォＩ

ＫｌＴＡＮＯＣｌＵＢＪＵＮｌＯＲ
画面Ｓ亜』ＫＵＲ瓜ＮＴ

砿
鼎 プランドウフ〆ラン

胆Ｐ間判凸角ユーュー“凸
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北９
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畝

五，

典
少多

￥ 面[鰯Iニノ
世界のおしゃれをおとどけする

華 羨装
’９６９

本年も世界のおしゃれな作品をみなさ
まにおとどけいたします。ご期待くだ
さい。

紳士服飾 クネ
l;》鱗､＝

☆神戸店＝元町通１丁目６４
ＴＥＬ(0 7 8）3 3 - 2 6 7 7

☆東京店＝東急百貨店日本橋店Ｉ階
ＴＥＬ(０３）2 1 1 - 0 5 1 1内線３１８

☆東京店＝東急百貨店本店６階( 渋谷）

『EL(03)‘62~３４鯛識
; 一些一一幸一一竜需一一

● 粋で着こなす
速水義弘< 速水ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 理事長＞
伊私は、オーソドックスなもの毛も、騨昌か一点
アクセントにはなやい溶若々､ Ｌさをもだせ、全
体にスマートにみせるために土着丈も短く、ボ
タンの位置も短かめに配慮しています．指輪も
香港でもとめたキャッツアイですが、キザでな
くすべてを郡粋〃で着こなしたいとｻ ﾞ 思っていま
す』
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ウ
ン
タ
ー
で
あ
わ
び
、
赤
貝
の
に
ぎ
り
を
つ
ま

》
伊

画
へ－

ひ
い
き０

１
国
－
５
Ｐ
ｎ
Ｆ
ｏ
ｇ
印
、
７
Ｂ
ａ
心
ｆ
‘
ｒ
産
、
凹
晶
も
子
■
日
岬
ｒ
ｎ
画

ｉ
１
１
噸
Ｉ

唾
家
族
づ
れ
で
楽
し
む

校
の
帰
り
こ
こ
で
デ
イ
ト
す
る
。
家
族
で
囲
む

囲
ん
で
、
そ
の
あ
と
セ
ン
タ
ー
街
か
ら
元
町
へ

で
大
変
あ
り
が
た
い
。

欠
員
だ
が
、
銀
寿
司
で
伊
勢
エ
ビ
の
チ
リ
鍋
を

チ
リ
鍋
は
冬
に
は
最
高
だ
。
い
つ
も
は
下
の
力

日
は
、
京
町
筋
の
会
社
か
ら
、
子
供
た
ち
は
学

む
が
、
板
前
さ
ん
が
好
み
を
知
っ
て
く
れ
る
の

南
頴
三

〈
南
株
式
会
社
社
長
〉
中
央

シ
劃
ツ
ピ
ン
グ
に
ゆ
く
予
定
。
ち
ょ
う
ど
土
曜

伊
勢
え
び
の
チ
リ
鍋

銀
蓉
ａ

鍔
馴
藤
雲

今
日
は
残
念
な
が
ら
家
内
が
風
邪
を
ひ
い
て

☆
姉
妹
店

圃
埼
爾
庵

南
嘉
明

く
甲
南
高
校
二
年
生
〉
右

南
英
子

〈
甲
南
女
子
大
一
年
生
〉
左

す
し
苫

雷
や
卿
。
八
八
函

三
宮
柳
筋

（
南
頴
三
）

．
Ｉ
Ｉ
』

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■
制
価極

岳

歩
戦
按
蝋

、
混
働
一

Iで

稀訓
大Ｌま

Ⅳ
〆
叱

４

側
っ
舟
人

襲
迂
み
、
、
ｆ
と
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ｆ

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

大島有紀子
神戸市葺合区熊内6 丁目8 9 ノ６
ＴＥＬＯ７８〈2 2 〉’３６０．１９４５
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１１

》

、受金 あけましておめでとうございます

＊

１階では
スーツドレス・セーター・スカートを
２階では
コーヒ・ジュースなどの用意を
お茶でものみながら
､ ＰＡＲＩＳ〃のニットを
お気軽にお試しねがえる
楽しいふんいきのお店です。
お散歩、お買物のときに、
お待ちあわせに
みなさまの店として
ぜひご利用くださいませ。

ﾘ鵬剥

、

繕
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偽g索。

噸、職

鴎I

蝿蝿 |蝿M》i，獅鞠繋駕: 皆散邸Ｆ
Ｐ戸市生田区中山手通１丁目’７〈2 2 ＞４９３０
繋駕: 皆散邸Ｆ
Ｐ戸市生田区中山手通１丁目’７〈2 2 ＞４９３０ 神戸市生田区北野町３丁目４２／６ＴＥＬ２３－３３００㈹

バレンタインバレンタインレイラウンジレイラウンジ

型
茶喫

萌己

クク ＆＆ ﾄ ､罵庶i鼎需
'4８（兵庫県庁の西．生田区役所前）

-サ¥

Ｉ

ＫＯＢＥ・中山手2 丁目電停浜
ＹＭＣＡ西ＴＥＬ３２－２９６７
ＫＯＢＥ・中山手2 丁目電停浜
ＹＭＣＡ西ＴＥＬ３２－２９６７ ＴＥＬ．(34)9904.3348
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趣 蕊議憲
画甜画甜
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日刊壷, b 福日刊壷, b 福 萌己
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7１

☆中山手近辺が最近かなり青山風' 情をだすようになった。そんな
ムードぴったりの可愛いい店シベールが、中山手１丁目山側にあ
る。銀とムラサキのテント。Ｒ＆Ｂの音楽がきこえてくる。クリ
ーム色の店内には舶来雑貨、オリジナルプレタポルテ（東京、イ
ブ．モード山田の作品）や室内装飾品、J E A N P A T O U の香水な
ど楽しく飾られている。店主の嘉納千代子さんは、まだ若いチャ
ーミングなマドモアゼル。「これからだんだん充実したお店にし
てゆきます。若い人のサロンになるようにそしておしゃべりの中
から神戸のモードが生まれるようにしたいんです」とバンビのよ
うに可愛いい眼をむける。アダム・ファッション・クラブ( 東京）
の神戸のクラブでもある。美女・美女をみたい方はシーベルヘど
うぞ。〈カラー写真のモデルはシベールヘ訪れた麻生れい子さん＞

市電中山
至三宮

手通１丁目

／／●力･ ｿ ﾘ ﾝ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ ﾞ

車山』3丁ＪＦﾋﾞ'で亡]万寿”
一・一…-÷毎:: ﾎ ﾞ ｰ…：
－１ｉ，"ｔ融北岬

Siverl

v a l e n t i n e

”☆、

ＫＯＢＥ

ＮＥＷＹＥＡＲ

ＧＵｌＤＥ

★

☆街の騒音を南に退けて、中山手の静かな通りにでるとピンクの
幌に気がつく。神戸の新たなプレイ・ラウンジ‘‘バレンタイン，’
だ。白い扉を開くと中は真紅のじゅうたん。壁には蝶が舞い、サ
イケ調の絵もかかっている。
誰かがふと弾きだしたギターの調べに合わせてボンゴが鳴る。
これらが靴をぬいだ感触とあいまって実に心地よい。ママの悠子
さんの話では、どなたでも気楽にくつろげるために、じゅうたん
にしたの、とのこと。インテリアはママの好み、というよりママ
の楽しみといえよう。
会員制もあるが、チケットも利用でき、女性会員は一割引との
こと。将来は、深夜レストランの方向へ持って行きたいの、と料
理にも熱を入れはじめた。

☆北野町の北野天神へ上る坂道に、エドワーズクラブが、異人館
のエキゾチックなたたずまいをみせている。淡いガス灯のともる
門をくぐる。中はヨーロッパの匂いが漂よう。カウンターのある
部屋には、西洋骨とうのガスランプや古時計、古蓄音機などが数
多く並び、サロンには暖炉があかあかと燃えブルーのピアノがお
かれている。他に玉突ルーム、麻雀ルーム、いろりの座敷などが
あり、マスターの所司原義久さんとママの千草さんが楽しいムー
ドづくりをしてくれる。入会金法人５万円、月会上５千円、個人
３万円と月会上３千円。レディスは１万円に千円となっている。
ビジター5 0 0 円。後、洋酒は町のネダンと一緒で店で１本買って
おいておけばいい。午後５時～1 2 時まで、安心してのめるし、お
客の招待なんかや、神戸の訪問者にはとくに喜ばれる。

ＥＤＷＡＲＤ， ヒルトンホテルー牛Ｉ北野クラブヒルトンホテル＝Ｓ中山手ｴ ﾄ ﾞ ﾜ ｰ ｽ ﾞ
チャペル

、 太；羊真珠
、

雪
ろりや

凸■心－－ - - 記、 - . ‐巳
, ~ ~ ~ ~ ~ 廻戸 ~ ． ｡ ､

中山手｜丁目市電

|生田生役所／

手サロット

ＳＡＬＯＴＴＯ－１７山手5 丁員

等
／

市電山手線

☆ポンジョルノ！と県庁西にイタリア風のしゃれた喫茶‘‘サロッ
ト，' が開店して半年近く、朝からの賑わいは相当なものだ。緑．
白・赤の明るい店に入ると、あなたを太陽の都市、ミラノに、ロ
ーマに誘ってくれる。
ゆったりした椅子、異国情緒ゆたかなイラストと詩。神戸でこ
そ味わえる本格派喫茶“サロット' ’は、ビジネスの疲れをいやし
てくれるあなたの居間です。
コーヒーの香りにつつまれ、カラーテレビに見入っていると離

れがたい雰囲気に時を忘れる○大衆的な値段で( コーヒー8 0 円) 、
ぜいたくな気分になれる店である。
早朝、睡気ざましにぐいつと、と言われる方は、濃度の濃いエ
スプレッソ・コーヒー（1 2 0 円）などいかが。
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宝塚歌劇団呈糸日
松蔭ゆりか

口新春座談会田。
ロﾛ

P 乳

界を駈ける神戸のし廿
一 ﾃﾞ才たち

沢松和 : 子

‘Ｋ

、

f 口出席者□

松蔭高校３年生

平松純子､ , 葱
万博エスコートガイド

編
集
部
神
戸
は
、
海
に
む
か
っ
て
世

界
に
開
け
て
い
る
街
で
す
。
そ
の
神
戸

の
世
界
へ
の
飛
躍
に
ふ
さ
わ
し
く
、
今

ま
で
に
日
本
を
離
れ
て
活
躍
ま
た
は
生

活
さ
れ
て
き
た
皆
様
方
に
、
大
い
に
新

春
の
は
ば
た
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
初
に
、
平
松
さ
ん
か
ら
、
自
己
紹

介
が
て
ら
、
外
国
生
活
の
一
端
を
お
話

し
願
え
ま
せ
ん
か
。

7３

沢松順子
松蔭短大２年生

石川祥子

松

ノ

東尾礼子
ザイナー宝石デ

畠.､【‘．:誠･』』古

万博エスコートガイド

☆
今
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
旺
盛
時
代

平
松
私
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
ス
ケ
ー
ト

を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
関
係
で
、
世
界

を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
廻
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
経
験
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
今
、

万
国
博
の
エ
ス
コ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
を
や

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
妬
年
の

札
幌
で
行
わ
れ
る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
強
化
コ
ー
チ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

が
、
こ
れ
も
本
当
に
名
前
だ
け
の
コ
ー

チ
な
の
で
す
。

松
蔭
一
月
公
演
の
「
狸
御
殿
」
「
セ

ブ
ン
」
を
控
え
て
忙
し
い
毎
日
で
す
。

東
尾
陶
器
の
勉
強
の
た
め
に
ア
メ
リ

カ
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、
陶
器
に
関
し

て
は
日
本
の
方
が
優
れ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
の

勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
デ
ザ
イ

ン
も
女
性
の
欲
求
を
満
た
す
も
の
が
一

番
手
取
り
早
い
と
い
う
の
で
、
宝
石
の

デ
ザ
イ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

平
松
宝
石
は
ど
ん
な
種
類
で
す
か
？

東
尾
色
ん
な
種
類
が
あ
る
の
で
す
が
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☆
役
に
立
っ
た
テ
レ
ビ
の
仕
事

平
松
今
迄
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
だ
け

し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
万
国

博
の
エ
ス
コ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
と
い
う
役

を
い
た
だ
い
て
か
ら
幅
広
い
違
っ
た
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
場
合
、
主
婦
と
い
う
家
庭
で
の
役
目

を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
上
に
、

社
会
的
な
仕
事
を
持
つ
こ
と
の
重
要
さ

を
つ
く
づ
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
そ
う
い
え
ば
、
テ
レ
ビ
で
司
会

か
何
か
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

私
は
銀
細
工
と
、
彫
刻
を
主
と
し
た
ピ

ン
だ
と
か
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
類
で
す
。

私
が
、
日
本
を
出
る
時
、
宝
石
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
う
言
葉
す
ら
あ
ま
り
耳
に

し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
帰
っ
て
き
て

驚
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
に
…
…
。

編
集
部
今
は
何
で
も
デ
ザ
イ
ン
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
時
代
で
す
か
ら
ね
。

石
川
さ
ん
は
、
い
つ
外
国
に
お
ら
れ

た
の
で
す
か
。

石
川
父
の
仕
事
の
関
係
上
、
小
学
校

の
終
り
か
ら
高
校
一
年
生
ま
で
ち
ょ
う

ど
四
年
間
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

沢
松
で
は
、
ド
イ
ツ
語
は
ぺ
ラ
ペ
ラ

と
い
う
わ
け
？

石
川
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て

し
ま
っ
て
…
…
（
笑
）

編
集
部
沢
松
さ
ん
、
今
年
は
大
活
躍

で
し
た
ね
。

沢
松
（
和
）
皆
様
の
お
か
げ
で
、
ョ
－

ロ
ッ
パ
に
い
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

石
川
テ
ニ
ス
の
試
合
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ま
で
い
っ
た
女
性
は
い
ま
せ
ん
で
し
よ

》
っ
。沢

松
（
和
）
い
え
、
ず
っ
と
前
に
加
茂

さ
ん
が
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

石
川
順
子
さ
ん
も
ご
一
緒
に
ョ
－
ロ

ッ
パ
ヘ
ヮ
、

沢
松
（
順
）
は
い
。
い
つ
も
二
人
い
っ

し
ょ
で
す
（
笑
）

編
集
部
去
年
一
年
で
一
番
印
象
深
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
何
か
お
話
し
願
え

ま
す
か
。

一
‐
瞬
斡
語
詫
●
蝿
診

陸
平
松
純
子
さ
ん

ｗ
寮
｝

鍵; 灘
: ￥ 髄

し
松
蔭
ゆ
り
か
さ
ん

:今

平
松
朝
日
Ｔ
Ｖ
で
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
、
そ
の
方
と
の

対
談
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
沢
松
姉
妹
も
ゲ
ス
ト

で
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
テ
レ
ビ
で
は
多

く
の
知
識
を
吸
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
ど
ん
な
に
短
い
番
組
で

も
そ
の
裏
に
は
多
く
の
方
々
の
大
変
な

努
力
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え

ら
れ
、
そ
れ
以
来
テ
レ
ビ
を
観
る
態
度

も
変
っ
て
き
ま
し
た
の
よ
（
笑
）

松
蔭
司
会
し
て
い
ら
し
た
時
に
チ
ラ

チ
ラ
と
神
戸
弁
が
出
て
き
て
い
ま
し
た

が
、
と
っ
て
も
親
し
み
や
す
い
で
す

ね
。平

松
こ
れ
は
直
ら
な
い
で
す
ね
。
ど

う
し
て
も
神
戸
弁
が
出
て
し
ま
っ
て

（
笑
）
と
に
か
く
全
国
大
会
等
で
、
他

の
選
手
が
東
京
弁
や
標
準
語
で
喋
っ
て

い
る
中
で
、
一
人
だ
け
神
戸
弁
で
の
ろ

の
ろ
喋
っ
て
い
る
の
が
恥
し
く
っ
て
。

（
笑
）
劣
等
感
を
感
じ
ま
す
よ
（
笑
）

編
集
部
宝
塚
の
方
で
去
年
一
番
想
い

出
深
い
舞
台
は
？

7４

傍
石
川
祥
子
さ
ん
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性
ば
か
り
で
す
か
ら
。
私
は
日
舞
が
好

き
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
一
つ
に

で
も
秀
で
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ

と
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

編
集
部
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
同
じ
こ

と
が
沢
松
さ
ん
に
も
い
え
る
と
思
い
ま

す
が
。

沢
松
（
順
）
年
に
何
回
か
試
合
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
練
習
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
練
習
は
朝
早
く
か
ら

始
め
て
、
そ
れ
か
ら
学
校
が
終
っ
て
か

ら
ま
た
練
習
し
て
一
日
約
四
時
間
ぐ
ら

い
で
す
ね
。

松
蔭
私
の
方
は
朝
十
時
か
ら
夜
十
時

ま
で
ケ
イ
コ
で
す
。

東
尾
労
働
基
準
法
に
違
反
し
な
い
の

で
す
か
（
笑
）

松
蔭
違
反
し
な
い
そ
う
で
す
よ
（
笑
）

東
尾
で
は
日
曜
日
も
な
し
で
？

松
蔭
は
い
、
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は

徹
夜
ゲ
イ
コ
な
ん
か
も
あ
っ
た
の
で
す

よ
。
朝
九
時
頃
か
ら
夜
中
の
二
時
、
三

時
ま
で
、
そ
れ
で
、
家
に
は
朝
帰
り
と

い
う
わ
け
（
笑
）

☆
日
舞
は
宝
塚
流
で
す

松
蔭
そ
れ
を
聞
か
れ
る
と
弱
い
の
で

す
が
、
別
に
な
い
の
で
す
よ
。
で
も
舞

台
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
、
日

本
物
の
方
が
好
き
で
す
ね
。

石
川
日
舞
は
何
流
で
す
か
。

松
蔭
色
ん
な
の
が
混
じ
っ
て
い
る
の

で
す
（
笑
）

平
松
で
は
、
宝
塚
流
と
い
う
こ
と
で

す
ね
（
笑
）

松
蔭
名
前
を
つ
け
て
下
さ
っ
た
の
が

松
緑
さ
ん
で
す
の
で
、
藤
間
流
と
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
松
宝
塚
歌
劇
も
最
近
は
変
う
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

松
蔭
自
分
で
は
そ
う
は
思
わ
な
い
の

で
す
が
（
笑
）
で
も
、
上
級
生
は
現
代

っ
子
だ
と
い
い
ま
す
。

平
松
辞
め
る
人
は
多
い
で
す
か
？

松
蔭
そ
う
で
す
ね
、
辞
め
る
時
期
が

あ
る
の
で
す
。
こ
の
次
は
誰
、
そ
の
次

は
誰
と
い
う
ふ
う
に
（
笑
）

で
も
、
宝
塚
は
居
易
い
所
で
す
。
女

7５

ｑ
沢
松
順
子
さ
ん

ｑ
東
尾
礼
子
さ
ん

司
沢
松
和
子
さ
ん

ご
近
所
の
方
か
ら
「
今
お
帰
り
で
す

か
」
な
ん
て
声
を
か
け
ら
れ
、
何
か
バ

ツ
の
悪
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
（
笑
）
今
で
も
テ
レ
ビ
の
仕
事
で

朝
帰
り
と
い
う
の
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
「
今
お
帰
り
で
す
か
」

と
い
う
挨
拶
を
聞
く
と
ゾ
ー
つ
と
し
ま

す
（
笑
）

☆
霧
に
む
せ
ぶ
故
国
の
港

平
松
東
尾
さ
ん
は
神
戸
港
に
着
い
た

の
で
す
か
。

東
尾
そ
れ
が
残
念
な
が
ら
横
浜
港
で

し
た
の
。
そ
れ
に
、
女
性
一
人
と
い
う

貨
物
船
で
：
．
…
。

平
松
良
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）

東
尾
え
え
、
と
っ
て
も
（
笑
）

真
面
目
な
話
、
船
の
横
浜
へ
の
入
港

の
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
歌
の
文

句
に
も
あ
る
「
霧
に
む
せ
ぶ
よ
う
な
」

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な
の
で
す
ね

足
掛
け
四
年
間
、
山
も
海
も
な
い
だ
だ

っ
広
い
異
国
に
い
た
の
で
す
か
ら
、
日

本
の
赤
い
灯
、
青
い
灯
が
霧
の
む
こ
う
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ア
メ
リ
カ
人
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
ま

石
川
四

し
て
、
変

ま
す
か
？

東
尾
期

た
っ
た
の
紙
一
枚
で
も
、
や
は
り
、
私

に
は
大
切
な
も
の
で
す
。
帰
国
後
一
カ

月
程
し
て
、
赤
い
額
に
入
っ
た
証
書
を

手
に
し
た
時
は
、
長
か
っ
た
、
つ
ら
か

の
で
し
ょ
う
。

東
尾
日
本
で
い
う
修
士
号
を
取
り
ま

し
た
。
試
験
は
難
し
い
の
で
最
後
の
一

年
間
は
死
物
狂
い
で
頑
張
り
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

、
し
よ
声
つ
Ｏ

東
尾
と
こ
ろ
が
日
本
人
と
ち
が
っ
て

す
ね
。
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
と
か
、

国
博
に
行
く
か
ら
よ
ろ
し
く
、
と
か

ん
な
程
度
で
す
ね
。
で
も
、
私
は
涙

で
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
、
や
つ

り
日
本
人
ね
（
笑
）

平
松
む
こ
う
の
学
校
は
卒
業
さ
れ
た

ら
い
。
緑
の
山
々
も
、
青
い
海
も
、
灯

の
光
さ
え
も
が
日
本
の
色
で
す
し
、
日

本
の
形
で
す
。
本
当
に
な
つ
か
し
の
故

る
の
で
す
よ
。

松
蔭
日
本
へ
着
く
の
が
そ
う
な
ら
ア

で
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
…
…
。

国
と
い
う
感
が
ひ
し
ひ
し
と
迫
っ
て
く

ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
た
こ
と
を
何
か
形 弐がそ万

メ
リ
カ
を
去
る
と
き
も
つ
ら
か
っ
た
で

で
チ
ラ
チ
ラ
光
っ
て
い
る
と
、
泣
か
な

い
で
お
け
、
と
い
う
ほ
う
が
無
理
な
く

っ
た
生
活
が
ひ
と
し
お
身
に
せ
ま
っ
て

期
待
し
て
い
た
程
変
っ
て
は
い

四
年
間
も
日
本
を
離
れ
て
い
ら

っ
た
な
あ
と
お
感
じ
に
な
り

☆
き
び
し
い
世
界
の
桧
舞
台

沢
松
（
和
）
私
は
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
行
き
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
大
会
に
出

場
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
の
が
こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
だ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
こ
う
に

行
く
こ
と
イ
コ
ー
ル
出
場
す
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
。

沢
松
（
順
）
そ
う
な
ん
で
す
。
予
選
に

出
る
試
合
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
試
合

に
敗
け
れ
ば
予
選
に
も
出
ら
れ
な
い
わ

け
で
す
。

沢
松
（
和
）
芝
生
の
コ
ー
ト
は
初
め
て

で
す
し
、
こ
こ
で
敗
け
た
ら
ウ
イ
ン
ブ

ル
ド
ン
へ
試
合
に
き
て
、
そ
の
試
合
に

ま
せ
ん
で
し
た
。
は
っ
き
り
い
い
ま
し

て
（
笑
）
い
ろ
ん
な
新
し
い
物
は
で
き

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
昔
、
少
し
オ
ー

バ
ー
で
す
が
、
あ
っ
た
も
の
が
、
帰
っ

て
き
て
も
ち
ゃ
ん
と
同
じ
場
所
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
、
道
端
の
草
も
、
月
の
色
も
以

前
と
同
じ
で
す
か
ら
（
笑
）

編
集
部
石
川
さ
ん
、
去
年
の
印
象
に

残
る
出
来
事
は
？

石
川
そ
う
で
す
ね
、
万
囲
博
の
エ
ス

コ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
が
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
な

の
で
す
。
こ
の
間
、
第
二
回
の
国
際
会

議
で
初
仕
事
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

自
分
の
気
の
き
か
な
さ
を
つ
く
づ
く
知

ら
さ
れ
て
、
た
だ
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し

な
く
て
は
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

☆
敗
け
た
ら
蒸
発
し
て
し
ま
お
う
か

平
松
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
す
ね
。
日

本
の
代
表
だ
と
い
う
責
任
を
感
じ
て
、

意
識
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
く
る
時
大
変
な
見
送
り
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
（
笑
）
敗
け
た
ら
日
本
に

帰
る
の
が
イ
ヤ
ね
、
ど
こ
か
へ
蒸
発
し

て
し
ま
お
う
か
な
ん
て
思
っ
た
り
し
て

（
笑
）

沢
松
（
和
）
ほ
ん
と
、
ほ
ん
と
、
私
も

ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
へ
行
く
っ
て
出
て
き

も
出
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
か

ら
も
う
必
死
で
し
た
。

編
集
部
そ
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た

か
。沢

松
（
和
）
予
選
に
は
出
場
出
来
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
何
し
ろ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ッ
ク
に

国
の
名
誉
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
皆
、
も
う
、
必
死
な
ん
で
す
ね
。

東
尾
世
界
の
桧
舞
台
で
す
も
の
ね
。

沢
松
（
順
）
私
は
世
界
の
舞
台
が
あ
ん

な
に
も
厳
し
い
も
の
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
厳
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
た
そ
ん
な
感
だ
け
で
す
。
そ

の
予
選
で
も
、
六
十
四
チ
ー
ム
の
中
か

ら
八
チ
ー
ム
だ
け
し
か
出
ら
れ
な
い
の

で
す
か
ら
。

沢
松
（
和
）
そ
れ
に
国
際
大
会
に
な
る

と
日
本
の
代
表
だ
と
い
う
意
識
が
強
く

な
っ
て
、
敗
け
た
ら
応
援
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
申
し
訳
な
い
、
ど
う
し
て
も

勝
ち
た
い
そ
う
思
い
ま
し
た
。

‐
ｊ
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の
あ
る
酒

正
宗英

服
の
枠

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
六
丁
目

鯵
蒜
娠

を
泣
か
せ
る
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剛 :鰯

神戸の街にまた一つ
名物が加わりました 謹 賀新年

新装開店
本年もよろしくお引立の程
お願い申し上げます

山形は家族的な雰囲気と
なごやかなサービスで
愛されたいと思っております

灘

$ 詳群鐙蝉錨謹癖騨蝿蕊『癖強迂蕊冒: 軽溌蝉瞬当韓韓凝唾癖: 琵識群? 鍔

雲i灘鍵灘灘議；
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驚；
灘
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:鰯

灘

新年宴会の予約受付賜わります

蕊蕊蕊

爵蕊
褒

鷺
識蕊侭舗蕊癖

Ｒ
Ｏ
Ａあし

Ｔ
Ｏ
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て
も
し
試
合
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
ま
ま
帰
ら
ん
と
こ
か
し
ら
と
思
っ

た
り
し
た
（
笑
）

平
松
昔
、
そ
ん
な
方
が
い
ら
し
た
ん

で
す
っ
て
ね
、
帰
り
の
船
か
ら
海
の
中

へ
飛
び
込
ん
だ
ん
で
す
っ
て
。
そ
の
気

持
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
反
対
に
良
い
成
績
を
取
っ
た
時
は

早
く
帰
り
た
く
て
（
笑
）

石
川
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
小
学
生
の

頃
テ
ス
ト
で
百
点
取
っ
た
の
と
同
じ
気

持
で
す
ね
。

平
松
外
国
で
は
な
か
な
か
実
力
を
出

せ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
特
に
大
試
合
で
は

い
か
に
日
頃
の
実
力
を
出
す
か
と
い
う

こ
と
に
勝
敗
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
ね
。

編
集
部
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
女
性
は

外
国
で
は
大
変
も
て
る
そ
う
で
す
が
、

皆
さ
ん
ど
う
で
し
た
か
。

東
尾
私
自
身
に
関
し
て
は
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
（
笑
）
し
か
し
、
日
本
の

着
物
は
確
か
に
も
て
ま
す
ね
。
日
本
の

着
物
は
全
く
神
秘
に
包
ま
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。
挟
が
何
の
た
め
に
あ
り

帯
揚
が
何
の
た
め
に
あ
り
、
ど
う
し
て

帯
締
め
を
す
る
の
か
と
。
そ
れ
に
あ
の

き
ら
び
や
か
な
色
彩
な
ど
、
着
物
に
包

ま
れ
た
日
本
女
性
は
も
て
ま
す
よ
（
笑
）

例
え
ば
、
あ
る
パ
ー
テ
ィ
に
呼
ば
れ
た

の
で
す
が
、
あ
る
婦
人
の
つ
け
て
い
た

大
豆
の
二
倍
も
あ
る
よ
う
な
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
よ
り
も
、
私
の
着
物
の
方
が
人
気

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

松
蔭
パ
リ
公
演
に
行
っ
た
と
き
は
、

自
由
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
行
動
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
ロ
マ
ン
ス
の
花
が
咲
く
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）

東
尾
平
松
さ
ん
は
海
外
へ
は
何
回
ぐ

雪
り
い
？

平
松
六
回
で
す
。
試
合
で
い
く
の
で

す
か
ら
、
そ
ん
な
暇
な
時
間
は
残
念
な

が
ら
な
い
の
で
す
よ
（
笑
）
そ
れ
に
見

て
歩
く
予
算
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し

余
天
）

☆
男
性
に
も
て
る
暇
な
い
練
習
時
間

沢
松
（
和
）
そ
う
で
す
ね
、
試
合
ま
で

は
練
習
ま
た
練
習
で
す
し
、
試
合
が
始

ま
れ
ば
一
週
間
毎
に
場
所
が
変
わ
り
ま

す
か
ら
、
移
動
準
備
、
荷
物
の
整
理
に

時
間
を
と
ら
れ
て
、
全
く
と
い
っ
て
い

い
程
自
由
な
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沢
松
（
順
）
泊
め
て
下
さ
っ
た
お
家
の

方
が
「
か
わ
い
そ
う
だ
、
か
わ
い
そ
う

だ
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
の

に
」
っ
て
同
情
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
に
い
た
時
、
宝
塚
歌
劇
の
何
か

が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
懐
し
さ
あ
ま

っ
て
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
ら
ド
イ
ツ
語

説
明
つ
き
の
映
画
だ
っ
た
の
で
す
（
笑
）

宝
塚
の
街
並
を
紹
介
し
た
り
、
歌
劇
を

映
し
た
り
で
、
言
葉
は
さ
っ
ぱ
り
判
ら

な
く
て
が
っ
か
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）

石
川
日
本
女
性
が
も
て
る
か
ど
う
か

判
り
ま
せ
ん
ね
。
私
が
外
国
に
い
た
の

は
何
し
ろ
中
学
生
の
時
で
す
か
ら
（
笑
）

さ
き
ほ
ど
、
着
物
の
こ
と
が
で
ま
し
た

が
、
確
か
に
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
は
映
え

ま
す
が
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
は
、

何
か
色
彩
的
に
ド
イ
ツ
の
町
に
似
合
わ

な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し

た
。
平
松
さ
ん
が
一
九
六
二
年
に
ド
イ

ツ
に
来
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
あ
の

時
一
日
本
人
と
し
て
（
笑
）
と
っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。
今
ま
で
日
本
人
は
小

さ
い
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
け
れ
ど

平
松
さ
ん
は
大
き
か
っ
た
か
ら
（
笑
）

そ
の
時
私
は
高
校
一
年
生
で
小
さ
か
っ

た
し
、
日
本
人
だ
っ
て
大
き
い
ん
だ
ぞ

っ
て
い
ば
れ
る
気
が
し
て
（
笑
）

平
松
身
体
は
劣
ら
な
く
て
も
、
日
本

人
っ
て
若
く
見
ら
れ
る
の
で
す
ね
。
大

学
三
年
の
時
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
カ

ナ
ダ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
に
見

ら
れ
て
全
然
ダ
メ
で
し
た
（
笑
）
む
こ

う
の
人
は
オ
マ
セ
で
す
よ
。
私
が
幼
稚

だ
っ
た
の
か
な
（
笑
）

☆
オ
シ
ャ
レ
の
話
、
食
物
の
話

編
集
部
今
度
は
オ
シ
ャ
レ
、
食
物
と

女
性
専
科
に
移
り
ま
し
ょ
う
か
。

東
尾
ア
メ
リ
カ
人
は
色
合
わ
せ
が
上

手
で
す
ね
。
セ
ー
タ
ー
を
買
え
ば
そ
れ

に
合
わ
せ
て
ス
カ
ー
ト
を
買
い
、
ハ
ン

ド
バ
ッ
グ
を
買
え
ば
、
合
わ
せ
て
靴
を

買
う
と
い
っ
た
よ
う
に
。
こ
れ
は
学
生

の
場
合
で
す
が
、
少
な
い
お
小
遣
い
の

中
か
ら
オ
シ
ャ
レ
を
楽
し
み
い
つ
で
も

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
状
態
に
保
と
う
と
し
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☆
じ
ゃ
が
い
も
嫌
い
の
ド
イ
ツ
生
活

平
松
ド
イ
ツ
料
理
の
代
表
的
な
も
の

っ
て
何
か
し
ら
っ
・

石
川
さ
あ
、
じ
ゃ
が
い
も
ぐ
ら
い
か

し
ら
（
笑
）
。

沢
松
（
和
）
ジ
ャ
ガ
イ
モ
″
で
す
か

念
天
）

石
川
ド
イ
ツ
人
は
何
し
ろ
質
素
で
す

か
ら
、
そ
れ
に
味
が
単
調
な
の
で
す
ね

中
に
入
っ
て
い
る
も
の
が
全
部
分
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
私
は
じ
ゃ
が
い
も
が

大
嫌
い
だ
か
ら
…
…
。

沢
松
（
和
）
じ
ゃ
が
い
も
嫌
い
の
ド
イ

ツ
生
活
は
か
わ
い
そ
う
ね
。

石
川
そ
れ
か
ら
、
実
質
本
位
の
生
活

で
、
あ
ま
り
色
彩
な
ど
に
は
、
気
を
配

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
の
り
巻
を
友
達
に

沢
松
（
和
）
私
も
あ
ま
り
食
物
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て

も
日
本
料
理
が
恋
し
く
な
っ
て
…
…
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
つ
い
た
と
き
、

日
本
館
へ
い
っ
て
毎
日
お
す
し
や
、
ど

ん
ぶ
り
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
し
た
（
笑
）

ス
イ
ス
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
す
ご
く
お

い
し
か
っ
た
で
す
ね
。
大
き
い
し
、
と

ろ
け
そ
う
に
お
い
し
か
っ
た
の
（
笑
）

沢
松
（
順
）
ほ
ん
と
、
も
の
す
ご
く
お

い
し
か
っ
た
で
す
よ
（
笑
）

松
蔭
い
ろ
ん
な
種
類
の
チ
ー
ズ
が
出

て
く
る
で
し
ょ
う
、
解
ら
な
い
も
の
だ

か
ら
、
こ
れ
っ
と
い
っ
て
切
っ
て
も
ら

っ
た
ら
、
石
鹸
の
よ
う
な
味
が
し
て
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
（
笑
）

☆
イ
ギ
リ
ス
は
〃
衰
退
の
一
路
〃

沢
松
（
順
）
国
旗
を
靴
に
し
た
り
、
洋

服
の
模
様
に
し
た
り
し
て
い
て
、
立
つ

あ
げ
た
ら
、
お
菓
子
み
た
い
に
き
れ
い

ね
っ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

東
尾
じ
ゃ
、
オ
シ
ャ
レ
に
も
そ
ん
な

気
質
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
し
ょ
う

か
。石

川
中
学
、
高
校
生
の
時
だ
っ
た
の

で
、
大
人
の
オ
シ
ャ
レ
は
あ
ま
り
知
り

ま
せ
ん
が
、
い
つ
洗
っ
た
か
分
ら
な
い

よ
う
な
上
着
を
平
気
で
着
て
い
ま
す
し

セ
ー
タ
ー
と
ス
カ
ー
ト
姿
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
で
も
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
と
靴
は
い

つ
見
て
も
磨
い
て
あ
っ
て
ピ
カ
ピ
カ
な

の
で
す
よ
。
そ
れ
に
帽
子
。
で
も
、
洋

服
は
相
当
時
代
が
か
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。沢

松
（
和
）
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ー
ナ
ピ
ー

ッ
通
り
は
も
の
す
ご
い
サ
イ
ケ
調
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
私
達
の
泊

っ
た
と
こ
ろ
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
も
有
数

の
柄
の
悪
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
（
笑
）

夜
に
な
る
と
得
体
の
知
れ
な
い
ス
タ
イ

ル
の
人
が
ウ
ロ
つ
い
て
い
て
、
そ
の
ス

タ
イ
ル
が
裸
足
で
歩
い
て
い
た
り
、
道

に
つ
く
ほ
ど
の
長
い
ス
カ
ー
ト
を
は
い

て
い
る
か
と
思
う
と
、
も
う
こ
れ
以
上

（
笑
）
と
い
う
よ
う
な
ミ
ー
ー
を
は
い
て

い
た
り
、
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
毛
皮
を
着

て
い
た
り
、
透
け
て
見
え
る
ス
カ
ー
ト

を
は
い
て
い
た
り
し
て
、
も
う
び
っ
く

り
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
汽
笑
）

8０

て
い
る
の
は
、
私
と
し
て
は
、
学
ぶ
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

松
蔭
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
は
日
本
で
も
流

行
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
は

私
達
の
パ
リ
公
演
の
時
か
ら
ミ
ー
ー
を
は

い
て
い
た
の
で
す
。
あ
ち
ら
で
洋
服
を

作
る
と
き
「
も
っ
と
短
く
し
な
さ
い
」

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
「
い

え
、
長
く
し
て
お
い
て
」
な
ん
て
断
わ

る
の
に
困
り
ま
し
た
（
笑
）
パ
リ
ジ
ェ

ン
ヌ
は
割
合
に
オ
シ
ャ
レ
で
な
い
み
た

い
で
す
ね
。
何
し
ろ
物
価
が
高
い
か
ら

オ
シ
ャ
レ
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
感
じ

で
し
た
。

平
松
私
は
食
べ
る
方
の
話
し
を
（
笑
）

私
自
身
は
外
国
食
の
方
が
身
体
に
合
う

の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
選
手
の
中
に
は

東
北
地
方
と
か
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
方

が
多
い
の
で
す
。
そ
し
た
ら
、
電
気
釜

を
持
参
し
て
海
外
遠
征
と
な
る
の
で
す

（
笑
）
お
米
の
御
飯
と
お
み
そ
汁
で
な

く
て
は
力
が
出
な
い
と
い
う
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

編
集
部
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
も
の

は
？

平
松
北
イ
タ
リ
ヤ
で
食
べ
た
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
デ
ザ
ー
ト
が
も
の
す
ご
く
お

い
し
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
神
戸
も
お
い

し
い
の
が
あ
り
ま
す
よ
（
笑
）
で
も
、

あ
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

チ
ー
ズ
が
ほ
ん
と
う
に
お
い
し
い
し
、
・

お
菓
子
が
お
い
し
い
し
（
笑
）
ス
イ
ス

で
食
べ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
も
お
い
し
か

っ
た
。
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て
い
る
国
旗
を
見
た
の
は
一
回
ぐ
ら
い

何
か
〃
衰
退
の
一
路
〃
（
笑
）
を
辿
っ

て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
服

装
に
し
て
も
、
街
の
風
景
に
し
て
も
。

編
集
部
外
国
で
特
に
印
象
に
残
っ
た

方
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
ょ

う
か
。

東
尾
大
統
領
選
挙
で
敗
け
ま
し
た
が

ハ
ン
フ
リ
ー
氏
が
私
達
の
大
学
へ
演
説

に
来
ら
れ
て
、
政
治
家
た
る
所
以
と
か

政
治
家
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
と

か
、
そ
ん
な
話
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で

す
。
言
っ
て
い
る
内
容
は
七
○
％
ぐ
ら

い
し
か
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て

も
親
近
感
を
持
ち
ま
し
た
。
日
本
で
は

政
治
家
に
そ
ん
な
感
情
を
持
つ
こ
と
な

ん
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
（
笑
）

何
か
人
間
的
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

石
川
ド
イ
ツ
で
の
高
校
の
時
、
担
任

の
先
生
が
、
人
間
味
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
人
で
し
た
。
ド
イ
ツ
の
学
校
は
落
第

が
多
い
の
で
す
が
、
一
人
一
人
に
す
ご

く
親
切
に
勧
告
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

時
々
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起
し
ま
し
た
け

れ
ど
（
笑
）

沢
松
（
和
）
初
め
て
海
外
遠
征
し
た
時

泊
め
て
い
た
だ
い
た
お
家
の
奥
さ
ん
が

も
の
す
ご
く
親
切
な
方
で
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
人
で
し
た
が
、
自
分
の
子
供
と

同
じ
よ
う
に
心
配
し
て
下
さ
り
お
世
話

を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
試
合
が
終

っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
日
本
に
帰
る
ま
で
、

心
配
し
て
下
さ
っ
て
。

沢
松
（
順
）
高
校
二
年
生
の
時
中
国
へ

☆
私
も
す
て
き
な
奥
様
に
な
り
た
い

平
松
外
国
の
夫
人
と
い
う
と
、
レ
デ

ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
い
つ
も
い
ば
っ
て
い

る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
、
夫
の
た
め
に
か
い
が
い
し
く

尽
し
て
い
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
夫
が
好

き
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
木
の
実
を
取
っ

て
き
て
、
そ
れ
を
パ
イ
に
し
た
り
、
ジ

ャ
ム
を
作
っ
た
り
、
パ
ン
に
入
れ
て
焼

い
た
り
し
て
、
手
製
の
味
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
日
本
で
そ
ん
な
タ
イ
プ
の

奥
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
家
庭

の
中
だ
け
に
こ
も
り
が
ち
で
す
が
、
そ

う
で
は
な
く
、
社
交
性
に
も
富
ん
で
い

て
可
愛
い
く
て
、
ス
テ
キ
な
奥
様
な
の

で
す
よ
。
私
も
そ
ん
な
奥
様
に
な
り
た

い
な
あ
と
願
っ
て
お
り
ま
す
（
笑
）

編
集
部
ご
主
人
は
お
幸
せ
で
す
ね

（
笑
）

平
松
外
国
の
奥
様
は
何
で
も
で
き
、

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
、
時
間
の
使
い
方
が

上
手
で
、
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
と
呼
べ
る

で
し
ょ
う
ね
。
や
は
り
そ
れ
だ
け
努
力

を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
が

松
蔭
最
初
に
空
港
へ
迎
え
に
来
て
下

さ
っ
た
方
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま

行
き
ま
し
た
が
、
毛
沢
東
の
偉
大
さ
に

感
激
し
ま
し
た
。
別
に
個
人
的
に
知
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何

億
と
い
う
人
民
を
統
率
し
て
、
国
を
治

め
て
い
る
の
は
よ
ほ
ど
の
人
物
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
し
、
あ
の
頃
の
毛
沢

東
の
人
気
は
も
の
す
ご
い
も
の
で
し
た

☆
神
戸
は
明
る
く
て
大
好
き
／
、

編
集
部
最
後
に
神
戸
の
お
話
し
を
。

東
尾
山
も
海
も
近
い
し
、
ス
テ
キ
な

街
で
す
ね
。

石
川
神
戸
っ
子
に
な
っ
て
ま
だ
年
数

は
経
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
歩
い
て

海
に
も
山
に
も
行
け
る
街
は
少
な
い
で

す
し
、
そ
れ
に
街
が
明
る
い
。

沢
松
（
和
）
私
は
神
戸
が
好
き
で
す
か

ら
悪
口
な
ん
か
と
て
も
（
笑
）
。
特
に
山

か
ら
の
眺
め
が
大
好
き
な
の
で
す
。

沢
松
（
順
）
大
阪
の
よ
う
に
ゴ
ミ
ゴ
ミ

し
て
い
な
い
し
、
横
浜
と
似
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
、
も
っ
と
ま
と
ま

っ
て
い
て
、
や
は
り
神
戸
は
い
い
で
す

よ
ね
（
笑
）

平
松
神
戸
ほ
ど
良
い
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
悪
い
所
を
悪
い
と
見
ら
れ
な

い
ほ
ど
好
き
な
ん
で
す
（
笑
）
結
婚
す

る
時
も
、
神
戸
に
住
め
る
人
と
思
っ
て

い
ま
し
た
し
…
…
（
笑
）

す
。
そ
の
他
で
は
、
舞
台
の
裏
方
さ
ん

達
で
す
。
私
達
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
憶
え

る
の
は
大
変
だ
か
ら
、
彼
ら
に
日
本
語

を
教
え
た
の
で
す
（
笑
）
彼
ら
は
熱
心

に
憶
え
て
く
れ
ま
し
た
よ
。
そ
れ
に
私

達
は
忙
し
い
か
ら
い
き
り
立
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
、
彼
ら
は
雰
囲
気
を
和
ら
げ

て
く
れ
楽
し
く
し
て
く
れ
る
の
が
と
っ

て
も
上
手
な
の
で
す
よ
。
面
白
い
の
は

彼
ら
に
日
本
的
な
ア
ダ
名
を
つ
け
て
憶

え
込
ま
し
た
の
で
す
。
そ
の
意
味
も
わ

か
ら
ず
に
返
事
を
す
る
の
が
オ
モ
シ
ロ

ク
テ
（
笑
）
。
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